
先日の運動会では、悪天候にもかかわらず、たくさんの方々のお

手伝いや声援をいただき、まことにありがとうございました。おかげ

さまでトラブルもケガもなく、無事に終えることができました。心か

ら感謝申し上げます。

今回は台風の影響が確実視されていたので、前々日より２日間市

民体育館での練習もしての本番でした。とはいえ、慣れない場でも

堂々としていた子どもたちに、目には見えない力を感じた一日でも

ありました。

練習ではなかなか勝てなかった

たんぽぽ組のつなひきの強さや、リ

レーでは一度も勝てなかった青チー

ムの１位。緑チームは毎回、差が開く

のにそれでも諦めない姿…。練習を

共にしてきたからこその喜びがたく

さん見られました。また、体育館での実施で、少々がっかりだった方

もいるかもしれませんね。でも、赤ちゃんたちにはハイハイがしやす

くて、みんな泣かずにゴール！もしかしたら、外では見られなかった

光景かもしれませんね。

前日、野外劇最後の練習にスパイダーマンが現れて一緒に踊り、

お菓子を置いたかと思うと、目にもとまらぬ速さで帰っていきまし

た。そのせいか、当日年長の男の子たちは、年中の男の子の出番の

際ずっと周りをキョロキョロしていました。保護者の方からすると落

ち着いて!!と思われたかもしれませんが、少々動きの鈍いスパイダ
ーマンを、もしかしたら待っていたのかな…と密かに思う事でした。

今年は虫のテーマで取り組んで来たからか、最近外遊びでは「あ

っ！スパイダー！」なんて親近感もわいている様子です。人間から

重宝される虫、毛嫌いされる虫といます。今回の経験を通して、地上

で共存している生き物に対する見方に変化が見られることはとても

嬉しく思いました。

女王アリーの上から目線のおしゃべりも、快く聞いて下さりありが

とうございました。心の中では「ごめんなさーい！」と平謝りしてい

たアリー様でした…。 森山

１０月の行事予定

１日（月） 運動会振替休日(1 号)

４日（木） １０月誕生会

７日（日） 市民体育祭参加(年中長児）

１２日（金） いもほり（仮）

１６日（火） 遠足・弁当日

２０日（土） ふれあい運動会（未就園児）

２３日（火） すもう大会(年長･中）弁当

２４日（水） 〃 (２・３歳児)

今月の聖句 わたしはぶどうの木あなた方はその枝である。
ヨハネ福音書１５章５節

ぶどうは根、幹、枝を持つ実を結ぶ植物です。根と幹はぶどうの木の本体です。実は根、幹か
らいのちと栄養を受け、成長して実を結びます。
今月の言葉はイエス様につながっていることによって人間として、神にも人にも喜ばれる実を結
ぶと教えます。表記の言葉の前節４節では、「わたし（イエスさまのこと）につながっていなさい。わた
しもあなたがたにつながっている。ぶどうの枝が木につながっていなければ、自分では実を結ぶこと
ができないように、あなたがたもわたしにつながっていなければ実を結ぶことができない。」とあります。
つながるとは教えを聞き、従う生活をすることです。
イエスにつながっていればどんな実をむすぶのでしょうか。パウロという１世紀の伝道者が以下の
ように教えています。「肉の業は姦淫、わいせつ、好色、敵意、争い、そねみ、怒り、利己心、不和、
仲間争い、ねたみ、泥酔、酒宴のたぐい。これらを行う者は神の国を受け継ぐことはできません。
（天国にはいけないということです）これに対して、キリストにつながっている人は霊の実を結びます。
すなわち、愛、喜び、平和、寛容、親切、善意、誠実、柔和、節制です。」人は皆、肉の実を離
れ霊の実を結びたいものです。そのために神の助けが必要です。

牧師・前理事長 池田公栄

１１月の行事予定

１日（木） 学校へ行こう!(交通安全･年長児）

７日（水） 11・12 月誕生会

８日（木） 弁当日

１４日（水） 牛見学

１７日（土） 入園説明会（11:00 ～）

２２日（木） クリスマス会予行・弁当日

２０１８年度 年主題〈イエス様とともに生きる～愛の交わりの中で〉
0･1･2歳児１０月主題 「のびやかに」 3･4･5歳児１０月主題 「取りくむ」

月のねがい 月のねがい

◎保育者や友だちと共にさんびかを歌う ◎神様のくださっている力を合わせて共に過ごす

◎全身を使った遊びを楽しむ ◎いろいろな遊びの中で、身体をたくさん使う心地よさも

◎散歩に出て風や香りを感じて自然にふれる。 味わう

◎遊びに熱中し、くり返し取り組むことが楽しくなる
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今
年
は
久
し
振
り
の
室
内
で
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
が
近

づ
く
中
で
の
実
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で
し
た
が
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の
方
々
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ご
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と
た
く
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援
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送
っ
て
い
た
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ま
こ
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ま
し
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撤
収
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れ
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た
ち
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貴
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れ
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さ
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が
に
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最
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う
な
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私
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に
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念
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思
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こ
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た
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々
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あ
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終
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ょ
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仕
方
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か
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れ
ま
せ
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た
だ
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彼
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部
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だ
っ
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で
し
ょ

う
か
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若
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弟
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指
導
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立
派
な
力
士
に
育
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上
げ
る
こ
と
で
は
な

か
っ
た
の
か
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結
局
城
を
失
い
、
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よ
り
も
大
切
な
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愛
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べ
き
弟
子
た
ち

も
手
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こ
と
に
な
っ
た
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け
で
す
。
一
番
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優
先
さ
れ
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べ
き
も
の
は

何
か
考
え
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せ
ら
れ
ま
す
ね
。
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こ
で
、
あ
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話
を
一
つ
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『
あ
る
と
こ
ろ
に
ら
く
だ
を
飼
っ
て
い
る
男
が
い
た
。
あ
る
時
、
瓶
の
中
に

穀
物
を
入
れ
て
ら
く
だ
に
与
え
て
い
た
ら
、
頭
を
突
っ
込
ん
で
食
べ
て
い

た
の
で
抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
男
が
困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
に
一

人
の
老
人
が
近
づ
い
て
き
た
。「
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
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私
の
言
う
と
お

り
に
す
れ
ば
必
ず
ら
く
だ
の
頭
は
出
る
ぞ
。
ま
ず
ら
く
だ
の
頭
を
切
り
な

さ
い
。
」
言
わ
れ
る
ま
ま
男
は
そ
う
し
た
。「
次
に
瓶
を
壊
し
な
さ
い
。
」
男

は
瓶
を
た
た
い
て
壊
し
、
ら
く
だ
の
頭
を
取
り
出
し
た
。
』

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
運
動
会
や
お
ゆ
う
ぎ
会
な
ど
の

大
き
な
行
事
は
、
一
体
的
な
発
達
を
促
す
有
意
義
な
体
験
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
あ
そ
び
を
展
開
す
る
過
程
で
、
心
身
全
体
を
働
か
せ
て
活

動
す
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
発
達
に
必
要
な
経
験
が
、
互
い
に
重
な
り
合
い

積
み
重
な
っ
て
い
き
ま
す
。
三
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
」の
総
則
に
は
、
初
め
て
「
幼
児
期
の
終
わ
り

ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
具
体
的
な
姿
の
前
に
、

「
こ
ど
も
園
に
お
い
て
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
と
し
て
、「
知
識
及
び
技
能

の
基
礎
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
基
礎
」「
学
び
に
向
か
う

力
、
人
間
性
等
」
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
感
じ
、
気
付
き
、で
き
る
よ
う
に
な
る
基
礎
。
そ
れ
ら
を

通
し
て
考
え
、
試
し
、
工
夫
し
、
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
心
情
、

意
欲
、
態
度
が
育
っ
て
い
く
こ
と
。こ
れ
ら
を
個
別
に
指
導
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
そ
び
を
通
し
た
中
で
一
体
的
に
育
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

生
き
生
き
と
し
て
新
鮮
な
子
ど
も
の
感
性
（
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
）

は
、「
感
じ
る
」
心
や
経
験
を
通
し
て
、「
知
る
」
こ
と
よ
り
も
は
る
か
に
大

切
で
、
幼
児
期
は
こ
の
情
緒
や
感
受
性
を
育
む
時
な
の
だ
と
、レ
イ
チ
ェ

ル
・
カ
ー
ソ
ン
は
確
信
を
持
っ
て
語
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
も

活
発
な
活
動
を
展
開
す
る
実
り
の
時
期
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
周
囲
の
自

然
を
観
察
し
な
が
ら
落
ち
着
い
た
時
間
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
芋

掘
り
、
遠
足
、
す
も
う
大
会
な
ど
屋
外
で
の
活
動
を
通
し
て
、い
の
ち
は

ず
む
時
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

園

長

心と体に優しい生き方

方法① 食事（腸内フローラ） うです。良いムシ善玉菌を腸内に養っていれば子ど

～私は私が食べたものでできている～ もの気持ちは安定し、幸福感や喜びの感情をもつこ

とができます（セロトニン効果)。一方、悪玉菌とい

８０年代から「腸は第二の脳」と言われるようになりまし うムシが暴れると怒りっぽくなり攻撃性が増してし

た。腸には無数の脳細胞があり、消化吸収を独自で判断し対 まいます。大人も同様で、些細なことが気になって

応する神経も多く存在していること、鎮静ホルモンセロトニ わだかまりが大きくなるようなときには悪玉菌を増

ンの９５％が腸にあることなどが発見されたためです。その やしてしまう肉類、乳製品などの動物性たんぱく質

ため、わたしたちが持つ感情の信号は腸から脳に送られてい や脂肪は控えめにし、日本人の DNA に合った米（玄

ると考えられています。「腸内フローラ」という言葉もよく聞 米）とみそ汁と漬物（発酵食品）大地のエネルギー

かれるようになりました。顕微鏡で腸の中を覗くと、腸内細 満載の根菜類等、腸が喜ぶ食事にしてセロトニンを

菌がまるで植物が群生している「お花畑」のように見えるそ より分泌させ、喜びへと変換させましょう。

うです。腸内細菌は善玉菌、悪玉菌、日和見菌と大きく３つ 木口屋（心理士）

に分かれ、２：１：７という割合が望ましい腸内環境なのだ

そうです。昔の日本人は腸のことを「腹」と言い、「腹をわっ

て話す」「腹を据える」「断腸の思い」など”腸で考えて腸が

決める”ことを知っていました。また腸内細菌のことを「ム

シ」と呼び、悪玉菌が増えると「腹のムシがおさまらなくな

り」「ムシの居所が悪くなり」「かんのムシが騒ぎ」ます。一

方、善玉菌が優勢であると「ムシのしらせ」つまり直観が冴

え、目に見えない大事な情報をキャッチすることができるそ








